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数学  

全体を通して  

１小問集合、２二次関数、３場合の数・確率・データの活用、４平面図形、５空間図形 の５題構成で

広い分野から出題をしています。例年、図形の問題や図形に関わる問題で差がつく傾向があります。  

 

 

差のついた問題について  

2023 年度入試の差のついた一問は平面図形の問題と空間図形の問題となりました。差のついた平面図形

の問題は第 1 回の４の(2)です。∠ABC＝60°という条件から、三平方の定理を利用できる直角三角形を

作るために補助線を引くことを考えます。その際に∠ABCの条件を活かすために点 Aから垂線を下ろす

ことに気付けるかどうかがポイントとなります。空間図形の問題は第 2回の５の(1)です。空間図形の問

題ではありますが、平面図形の性質を利用するために面 ABCD に着目します。面 ABCD に着目するこ

とに気付くことができれば、ひし形の性質や三平方の定理や中点連結定理を利用して長さを求めること

ができます。 

 

 

 

第 1 回 4 の問題 
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差のついた 第 1 回 4 の(2)の解説 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 ５の問題 
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差のついた 第 2 回 ５の(1)の解説 

 


